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本
学
の
推
進
事
業
を

企
業
関
係
者
ら
に
紹
介

ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
、
健
康
関
係
の
企
業
・
団
体
な
ど
が

最
新
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
発
表
す
る
。

２
０
０
９
年
に
創
設
さ
れ
た
。
実
行
委
員
長

は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
代

表
理
事
で
も
あ
る
原
田
学
長
が
務
め
て
い
る
。

東
京
展
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
、
４
７
７
社
が
出
展
、
３
日
間
の
会
期
で

約
２
万
９
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
大
学
関

係
は
本
学
の
ほ
か
、
東
京
大
学
、
東
海
大

学
、
順
天
堂
大
学
、
立
命
館
大
学
、
鹿
屋
体

育
大
学
な
ど
十
数
の
大
学
や
研
究
室
な
ど
が

出
展
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
大
阪
市
・
名
古
屋
市

な
ど
の
地
方
自
治
体
、
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
も
目
立
っ
た
。

本
学
は
藤
本
淳
也
教
授
、
冨
山
浩
三
教
授

を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
局
、
庶
務
部
学
長
室
担

当
、
広
報
室
で
準
備
を
重
ね
、
ブ
ー
ス
を
出

展
。
大
型
ポ
ス
タ
ー
で
、
運
動
部
活
動
改
革

事
業
な
ど
本
学
が
推
進
す
る
６
項
目
の
事
業

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
（
別
掲
）。
ま
た
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
で
本
学
の
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
、

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
紹
介
ム
ー
ビ
ー
な
ど
を

放
映
し
た
。

ブ
ー
ス
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
な
ど
来

場
者
が
次
々
と
詰
め
か
け
て
本
学
の
研
究
活

動
、
推
進
事
業
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
。
藤

本
、
冨
山
両
教
授
ら
が
説
明
し
て
い
た
。
ま

た
、
そ
の
場
で
の
名
刺
交
換
を
き
っ
か
け
に
、

企
業
と
の
連
携
を
模
索
す
る
例
も
生
ま
れ
た
。

本
学
の
ス
タ
ッ
フ
も
各
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、

全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る
大
学

院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
の
昼
夜
開
講
制
の

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
企
業
関
係
者
や

自
治
体
職
員
ら
に
説
明
し
た
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
関
東
在
住
や
出
展
企

業
勤
務
の
本
学
卒
業
生
も
多
数
訪
れ
、
恩
師

や
友
人
と
旧
交
を
温
め
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　大阪体育大学は7月27～29日、日本最大規模の
スポーツ・健康産業に関する国際的な総合展示会

「ＳＰＯＲＴＥＣ２０２２」に出展した。出展は2019年の
大阪展以来で、大規模な東京展は初。ブースでは運
動部活動改革貢献事業など本学が推進する諸事業など
を紹介したほか、特設会場では、原田宗彦学長らによ
る基調報告、本学教員による主催セミナーも開催し、
多数の参加者、報道関係者の注目を集めた。

ブースに掲示されたポスター

運動部活動改革貢献事業
　～�学生の部活動現場とのマッチングシステムを全国
で初めて確立

社会貢献事業
　～�社会貢献センターが大学の資源と社会をつなぎ、
学生に実践的学びの場を提供

学産官によるスポーツツーリズム事業
　～�武道ツーリズム、健康ツーリズム

大学スポーツ振興事業
　～�クラブ統括部局「スポーツ局」が競技力向上サ
ポート、学修支援、ブランディングを推進

スポーツ科学サポート事業
　～�スポーツ科学センターが５部門で学生アスリート
をサポート

大学院スポーツ科学研究科
　～�全国の体育・スポーツ系大学院で唯一の昼夜開
講制＋夜間オンライン授業

スポルテック東京展に初出展
SPORTEC2022 Tokyo
日本最大のスポーツ等展示会
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ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
長
を
務
め
る
本
学
の
原
田
学
長
が
登
壇
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
15
兆
円
へ
の
拡
大
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
、
い
か
に

ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
か
が
テ
ー
マ
で
、
基
調
講
演
で
は
、

遠
藤
利
明
・
自
由
民
主
党
ス
ポ
ー
ツ
立
国
調
査
会
会
長
、
室
伏
広
治
ス

ポ
ー
ツ
庁
長
官
と
の
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

原
田
学
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
産

業
だ
け
を
伸
ば
し
て
15
兆
円
規

模
に
で
き
る
か
は
疑
問
が
あ
る
」

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
（
劇
的
な
変

化
）
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

東
京
大
会
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）

と
し
て
の
施
設
活
用
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
（
継
承
）

と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意

識
し
た
環
境
行
動
な
ど
を
提

唱
。
官
民
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
市
場
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
イ
フ
市
場
へ
の
拡
大
や
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
司

令
塔
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
地
方
創
生
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

原
田
学
長
が
基
調
講
演

室
伏
長
官
ら
と
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
将
来
を
展
望

本学主催セミナーを連日開催
部活動改革、バイオメカニクス

　会場では連日、本学教員による主催セミナーが
開催され、企業・自治体・報道関係者らが熱心に
耳を傾けた。

ハイパフォーマンス研究・サポートと
産官学連携への展開

【講師】石川昌紀教授（身体運動中の神経筋機能メカニクス）、
　　　  藤原敏行教授（スポーツバイオメカニクス）

　2014年から本学バイオメカニクス研究グループが取り
組むハイパフォーマンス研究と国内外のアスリートに対
するサポート事業の変遷や、そこで得られた知見から産
官と連携した商品開発、今後の展開について紹介した。
また、スポーツ関連企業間や大学との共同研究・開発に
おける産官学連携の現状と課題、さらに本学の強みにつ
いて解説した。

体育系大学だから担える
持続可能な学校運動部活動の未来

【講師】 中尾豊喜教授（学校教育学）、小林博隆准教授（体育科教
育学）、田口雅紀・スポーツ庁政策課学校体育室室長補
佐（併）運動部活動改革専門官、藤本淳也学長補佐・教授

（スポーツマーケティング）＝モデレーター

　本学がスポーツ庁委託事業「運動部活動改革プラン」
において、学生を部活動指導者として養成し、教育現場
とマッチングするシステムを構築したことや、本学学生
の学校現場での部活動指導の現状、部活動改革に関する
国の方針や政策について解説し、体育系大学だからこそ
担える部活動改革への貢献について意見を交わした。

セミナーは会場からオンラインでも配信された

石川昌紀教授

藤原敏行教授

室伏広治スポーツ庁長官 原田宗彦学長遠藤利明・自由民主党スポーツ立
国調査会会長

主催セミナー 主催セミナー
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大
阪
体
育
大
学
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

７
月
17
日
、
８
月
６
、
７
、
11
日
の
４
日
間

だ
っ
た
が
、６
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
。

原
田
宗
彦
学
長
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ピ
ー
チ
、

体
育
・
教
育
両
学
部
の
説
明
の
後
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
会
長
で
も
あ
る
原
田
学

長
が
「
シ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
：
進
化
す
る

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
授
業
を
実

施
し
た
。
６
日
の
体
験
授
業
は
、
体
育
学
部
の

德
田
真
彦
講
師
（
野
外
教
育
）
が
「
広
が
る
！

ア
ウ
ト
ド
ア
の
可
能
性
」、
教
育
学
部
の
神
山
真

一
准
教
授
（
教
育
学
）
が
「
ど
う
す
る
!?
あ
い

ま
い
な
理
科
知
識
～
教
師
の
腕
の
見
せ
所
～
」

の
テ
ー
マ
で
講
義
し
た
。

参
加
者
の
人
気
が
高
か
っ
た
の
が
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
。
参
加
者
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
先
導

で
学
内
、
学
外
施
設
を
巡
り
、
学
生
か
ら
生
の

声
で
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
生
生
活
の
こ
と
が
聞
け

る
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
６
日
限
定
と
し
て
総
合
実
験
室
内
の

環
境
制
御
室
で
再
現
し
た
2
0
1
9
年
ド
ー
ハ

世
界
陸
上
の
環
境
を
室
内
に
入
っ
て
体
験
。第
６

体
育
館
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
ア
ダ
プ
テ
ッ

ド
・
ス
ポ
ー
ツ
部
の
学
生
の
指
導
で
ボ
ッ
チ
ャ
に

挑
戦
し
た
。

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

参
加
者
は
学
生
Ｓ
Ｎ
Ｓ
チ
ー
ム
の
呼
び
か
け
で

写
真
を
撮
影
。
学
生
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

記
念
品
な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

９
月
の
卒
業
者
を
対
象
と
す

る
令
和
４
年
度
大
阪
体
育
大
学

大
学
院
修
了
式
、
大
阪
体
育
大

学
卒
業
式
が
９
月
15
日
、
中
央

棟
7
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

卒
業
生
は
、
大
学
院
生
は
博

士
前
期
課
程
２
名
、
学
部
生
が

体
育
学
部
９
名
、
教
育
学
部
１

名
で
計
12
名
。

卒
業
生
は
名
前
を
読
み
上
げ

ら
れ
、
１
人
１
人
に
学
位
記
・

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
原

田
宗
彦
学
長
は
「
人
生
に
は
大

き
な
出
発
と
小
さ
な
出
発
が
あ

り
、
卒
業
後
に
過
ご
す
青
年
期

は
人
生
の
な
か
で
も
貴
重
な
時

期
で
、
卒
業
が
大
き
な
出
発
点

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
卒

業
と
い
う
新
た
な
出
発
点
を
大

切
に
し
て
社
会
で
活
躍
し
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

News

德田講師体験授業

フォトスポット

原田学長特別授業

９月  修了式・卒業式を挙行

オープンキャンパスムービー

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

学
生
と
高
校
生
・
父
母
ら
が
交
流

総合実験室
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大阪体育大学の学生・大学院生がSNSチームを結成し、
大学の魅力や面白ネタを発信している。

8月に学生広報チーム「大体大SST（Student　SNS　
Team）」が結成された。チームはTikTok、Instagram、
Twitterの3班に分かれ、それぞれ情報発信。「大体大生の
リアル!　通学コーデ」「体大生が教える体力トレーニング」

「大体大生　突撃インタビュー」などのユニークな企画を動

画などで展開している。オープンキャンパスではメンバー
が来場した高校生らにフォローを呼びかけた。

教育学部では昨年12月から学生が「教育学部広報部」と
して、InstagramやLINEを開設。実験や図画工作などの授
業風景、学部生の昼休みや弁当などの日常生活、教員への
インタビューを通して、教育学部の魅力を発信している。
今後は、各ゼミの研究や活動を順次紹介予定。

日
本
部
活
動
学
会
第
６
回
大
会
が
来

年
３
月
11
日
（
土
）、
大
阪
体
育
大
学
で

初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

日
本
の
部
活
動
は
今
年
６
月
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
公
立
中
学
校
の
休
日
の
部

活
動
を
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
３
年
間

で
原
則
と
し
て
地
域
移
行
す
る
こ
と
を

具
体
的
に
提
言
し
、
転
機
を
迎
え
て
い

る
。
全
国
の
地
方
自
治
体
は
移
行
の
方

策
・
課
題
を
巡
っ
て
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
の
が
現
状
で
、
改
革
直
前
時
期
の
部

活
動
学
会
開
催
は
メ
デ
ィ
ア
や
自
治
体

関
係
者
な
ど
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め

そ
う
だ
。

部
活
動
学
会
は
午
前
に
自
由
研
究
発

表
、
午
後
か
ら
開
会
し
て
基
調
報
告
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
研
究
者
や
教
員
、
教
育
委
員
会
・

民
間
団
体
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

１
５
０
人
規
模
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

大
会
テ
ー
マ
は
「
改
革

前
夜
、
自
治
体
の
学
校
教

育
・
社
会
教
育
担
当
が
語

る
こ
れ
か
ら
の『
部
活
動
』

プ
ラ
ン
（
仮
題
）」。
中
尾

豊
喜
教
授
が
大
会
実
行
委

員
会
委
員
長
、
冨
山
浩
三

教
授
が
同
委
員
会
事
務
局

長
を
務
め
る
。
学
生
の
自

治
に
よ
る
学
生
実
行
員
会

も
結
成
す
る
予
定
。

本
学
は
２
０
１
９
年
度
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
庁
委
託
事
業
「
運
動
部
活
動
改
革
プ

ラ
ン
」
を
受
託
し
、
大
学
が
各
教
育
委

員
会
と
協
力
し
て
、
教
員
を
目
指
す
学

生
に
部
活
動
の
指
導
法
や
生
徒
理
解
、

暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
、
熱
中
症

の
予
防
な
ど
の
知
識
や
技
能
を
修
得
し

て
も
ら
う
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養
成
セ
ミ

ナ
ー
を
定
期
的
に
行
う
。
こ
こ
で
学
ん

だ
学
生
ら
を「
部
活
動
指
導
員
」や「
外

部
指
導
者
」
と
し
て
学
校
現
場
や
社
会

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
紹
介
し
、
指
導
現
場

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
シ
ス
テ
ム
作

り
に
全
国
の
大
学
で
初
め
て
取
り
組

み
、
社
会
貢
献
を
進
め
る
。

昨
年
12
月
の
日
本
部
活
動
学
会
第
４

回
研
究
集
会
で
も
企
画
運
営
を
担
当
。

「
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
現

状
に
つ
い
て
小
林
博
隆
准
教
授
と
比
嘉

靖
准
教
授
、
大
学
院
生
ら
が
実
践
発
表

し
た
。

昨年の日本部活動学会研究集会の模様

教育学部の
インスタグラム

大体大SSTのSNS

日
本
部
活
動
学
会
　
来
年
３
月
本
学
で

＼ 学生ＳＮＳチーム 活動中 ／

「大体大ＳＳＴ」「教育学部広報部」

大体大SST　ティックトック大体大SST　インスタグラム教育学部　インスタグラム
@ouhs_sstouhs_ssttaidai_kyoiku_koho
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オ
レ
ゴ
ン
２
０
２
２
世
界
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
（
７
月
15
～
24
日
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
）

の
日
本
代
表
に
、
本
学
か
ら
岩
崎
立
来
選
手

（
体
育
学
部
４
年
）
が
リ
レ
ー
で
、
３
月
に
卒

業
し
た
武
本
紗
栄
選
手
（
佐
賀
ス
ポ
ー
ツ
協

会
）
が
女
子
や
り
投
げ
で
と
も
に
初
め
て
選

ば
れ
た
。

岩
崎
選
手
は
本
学
の
現
役
男
子
学
生
と
し

て
初
の
世
界
陸
上
出
場
。
男
女
を
合
わ
せ
る

と
、
1
9
9
1
年
の
北
田
（
現
岩
本
）
敏
恵

選
手
以
来
の
現
役
学
生
の
出
場
と
な
っ
た
。

岩
崎
選
手
は
奈
良
県
出
身
。
４
月
に
神
奈

川
県
平
塚
市
で
あ
っ
た
日
本
学
生
陸
上
競
技

個
人
選
手
権
の
男
子
４
０
０
ｍ
で
46
秒
47
を

マ
ー
ク
し
優
勝
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ（
旧
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
、
６
～
７
月
、
中
国
・
成
都
）
の
日
本
代

表
に
内
定
し
た
が
、
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め
延
期
が
決
定
。
ま
た
、

６
月
の
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
大

阪
・
長
居
）
で
は
、
４
０
０
m

で
46
秒
24
の
タ
イ
ム
で
5
位
入

賞
し
て
い
た
。

世
界
陸
上
で
は
、
混
合
４
×

4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
予
選
に
第
３

走
者
で
出
場
。
決
勝
に
は
進
め

な
か
っ
た
。

岩
崎
選
手
は
野
田
賢
治
理
事

長
ら
に
大
会
に
つ
い
て
報
告
。

「
卒
業
後
も
競
技
を
継
続
し
、
次

回
は
リ
レ
ー
で
は
な
く
個
人
で

選
ば
れ
て
４
０
０
ｍ
を
44
秒
台

で
走
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と

話
し
た
。

一
方
、
武
本
選
手
は
兵
庫
県
出
身
。
体
育

学
部
４
年
だ
っ
た
昨
年
９
月
、
日
本
イ
ン
カ

レ
で
59
ｍ
90
を
マ
ー
ク
し
初
優
勝
。
ワ
ー
ル

ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
の
代
表
に
も

い
っ
た
ん
内
定
し
て
い
た
。
６
月
の
日
本
選

手
権
で
は
60
ｍ
84
を
マ
ー
ク
し
、
３
位
入
賞

し
た
。

世
界
陸
上
で
は
、
予
選
を
突
破
し
て
決
勝

に
進
出
。
決
勝
で
は
２
投
目
に
57
ｍ
93
を
記

録
し
、
11
位
と
な
っ
た
。

大
会
後
、
本
学
を
訪
れ
て
野
田
理
事
長
、

原
田
宗
彦
学
長
ら
に
結
果
を
報
告
し
、「
初
め

て
の
世
界
陸
上
で
、
周
り
は
自
分
よ
り
か
な

り
大
き
な
選
手
が
多
か
っ
た
が
、
や
り
投
げ

は
体
格
や
パ
ワ
ー
だ
け
が
全
て
で
は
な
く
、

自
分
も
通
用
す
る
と
手
応
え
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
段
階
を
踏
ん
で
記
録
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

第
91
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が
９
月
９
～
11
日
に
京

都
市
で
行
わ
れ
、
和
田
真
琉
選
手
（
体
育
学

部
４
年
）
が
女
子
走
り
高
跳
び
で
１
ｍ
76
を

マ
ー
ク
し
、
２
位
に
入
っ
た
。

和
田
選
手
は
５
月
の
関
西
イ
ン
カ
レ
で
も

１
ｍ
70
で
２
位
に
入
っ
た
ほ
か
、
７
種
競
技

で
も
４
５
０
７
点
で
４
位
入
賞
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
、
女
子

８
０
０
ｍ
で
原
華
澄
選
手（
体
育
学
部
３
年
）

が
２
分
７
秒
76
で
３
位
、
女
子
円
盤
投
げ
で

中
瀬
綺
音
選
手
（
体
育
学
部
３
年
）
が
46
ｍ

92
で
３
位
と
な
っ
た
。

和田真琉

武本紗栄（中央）

岩崎立来（右）

和
田
が
イ
ン
カ
レ
２
位

女
子
走
り
高
跳
び

岩
崎
、武
本　
世
界
陸
上
へ

岩
崎
は
31
年
ぶ
り
の
現
役
出
場
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第
76
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手

権
大
会
が
８
月
19
～
22
日
に
三
重
県
四

日
市
で
行
わ
れ
た
。
本
学
体
操
競
技
部

男
女
は
昨
年
２
部
か
ら
１
部
に
昇
格

し
、
そ
ろ
っ
て
１
部
に
出
場
。
男
子
は

団
体
総
合
で
1
9
9
1
年
以
来
31
年
ぶ

り
と
な
る
１
部
Ａ
グ
ル
ー
プ
入
り
（
上

位
6
校
）、本
学
史
上
最
高
順
位
と
な
る

５
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

種
目
別
の
ゆ
か
で
は
、
築
山
翔
馬
選

手
（
体
育
学
部
１
年
）
が
優
勝
。
つ
り

輪
で
田
部
壮
一
郎
選
手
（
体
育
２
年
）

が
３
位
、
跳
馬
で
築
山
選
手
が
８
位
入

賞
し
た
。
ま
た
、
田
部
選
手
は
個
人
総

合
で
10
位
に
入
り
、
Ｕ
‒
21
大
学
生
強

化
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
、ハ
ン
ガ
リ
ー

遠
征
に
参
加
し
た
。

女
子
は
団
体
総
合
で
８
位
に
入
賞
。

個
人
総
合
で
は
北
田
絢
女
選
手
（
体
育

学
部
２
年
）
が
14
位
に
入
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
男
子
の
野
寄
和
哉

選
手
（
体
育
学
部
４
年
）
が
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・
Ｊ
２
の
レ

ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
に
２
０
２
３

シ
ー
ズ
ン
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が
、

８
月
18
日
に
内
定
し
た
。

野
寄
選
手
は
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

科
４
年
。
身
長
１
６
３
㌢
、
体
重

59
㌔
。
福
岡
県
出
身
で
、
東
福
岡

高
校
か
ら
本
学
に
入
学
し
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
Ｆ
Ｗ
。
チ
ー
ム
一
の

ハ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー
で
、
関
西
学
生

リ
ー
グ
前
期
終
了
時
点
で
１
部
の

ア
シ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
は
１
位（
７

ポ
イ
ン
ト
）
だ
っ
た
。

野
寄
選
手
は
「
４
年
間
切
磋
琢

磨
し
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
仲
間
た

ち
と
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
大
阪
体

育
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
し

て
い
る
。
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や

た
く
さ
ん
の
出
会
い
は
、
ど
れ
も

自
分
に
と
っ
て
財
産
。
学
生
生
活

最
後
ま
で
大
阪
体
育
大
学
サ
ッ

カ
ー
部
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

サッカー部　野寄がJ2山口FCに加入へ

Ⓒnozomifujita/ouhs

優勝した築山のゆか

団体総合で１部8位入賞の女子

３位となった田部のつり輪

体
操
競
技
部
男
子　

過
去
最
高
５
位

全
日
本
イ
ン
カ
レ　
女
子
も
８
位

過去最高の５位となった体操競技部男子
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ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
日
韓
定
期
戦
が
９
月
４

日
、
愛
知
県
で
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。

女
子
は
本
学
の
楠
本
繁
生
教
授
が
昨
年

秋
、
代
表
監
督
に
就
任
し
、
国
内
で
は
こ
の

試
合
が
楠
本
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
と

な
っ
た
。

日
本
代
表
「
お
り
ひ
め
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に

は
代
表
19
人
中
、
本
学
か
ら
在
学
生
で
は
岡

田
彩
愛
選
手
（
体
育
学
部
４
年
）、
石
川
空
選

手
（
体
育
学
部
２
年
）
が
、
卒
業
生
で
は
11

名
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

試
合
は
序
盤
か
ら
対
日
本
55
勝
７
敗
２
分

と
圧
倒
す
る
韓
国
が
猛
攻
。
日
本
は
司
令
塔

の
2
0
2
0
年
度
卒
・
相
澤
菜
月
選
手
（
北

國
銀
行
）
を
中
心
に
追
撃
し
、
岡
田
、
石
川

両
選
手
が
と
も
に
２
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
が
、

試
合
は
19
‒
25
で
韓
国
に
敗
れ
た
。

一
方
、
男
子
は
本
学
か
ら
成
田
幸
平
選
手

（
湧
永
製
薬
）、
柴
山
裕
貴
博
選
手
（
ジ
ー
ク

ス
タ
ー
東
京
）
の
卒
業
生
２
名
が
出
場
し
、

25
‒
19
で
韓
国
に
勝
利
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
第
17
回
男
子
ア
ジ
ア
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
（
７
月
15
～
24
日
、
バ
ー
レ
ー

ン
）
で
Ｕ
‒
21
日
本
代
表
が
初
優
勝
を
果
た

し
、
代
表
メ
ン
バ
ー
の
本
学
学
生
３
名
が
８

月
５
日
、
野
田
賢
治
・
浪
商
学
園
理
事
長
、

原
田
宗
彦
学
長
ら
に
優
勝
を
報
告
し
た
。

荒
瀬
廉
（
体
育
学
部
２
年
）、
今
井
寛
人

（
体
育
学
部
３
年
）、
近
藤
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

偉
一
郎
（
体
育
学
部
２
年
）
の
３
選
手
。
荒

瀬
選
手
は
ベ
ス
ト
７
に
選
ば
れ
た
。

３
名
は
金
メ
ダ
ル
を
胸
に
か
け
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
男
子
・
下
川
真
良
監
督
と
と
も
に

理
事
長
応
接
室
を
訪
れ
た
。
野
田
理
事
長
は

「
ぜ
ひ
、男
女
と
も
本
学
の
現
役
学
生
や
卒
業

生
に
、
パ
リ
五
輪
に
出
場
し
て
ほ
し
い
」
と

東
京
大
会
に
続
く
本
学
勢
の
五
輪
出
場
に
期

待
。
原
田
学
長
は
「
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
活
躍
を
称
え
た
。

荒
瀬
選
手
は
「
中
東
勢
は
自
分
よ
り
30
㌢
以

上
大
き
な
選
手
ば
か
り
で
対
応
が
難
し
か
っ

た
。
次
も
世
界
で
戦
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。

ハンドボール男子アジアJr

初制覇の学生３名が優勝報告

左から、野田理事長、荒瀬廉、近藤アレキサンダー偉一郎、今井寛人、原田学長

楠本繁生監督

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
韓
定
期
戦

楠
本
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

国
内
デ
ビ
ュ
ー動画ニュース

ⒸYukihito Taguchi/JHA
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ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
女
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
学
の
特
設
サ
イ
ト
「
L
O
V
E 

Y
O
U
R 

S
P
O
R
T
S
．
あ
な
た
の
〝
好
き
〟
が
未
来
を
ひ
ら
く
」
が
、
第
43

回
２
０
２
２
日
本
Ｂ
t
o
Ｂ
広
告
賞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〈
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
〉
の

部
で
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
で
は
、
女
子
学
生
３
人
の
キ
ャ
ン

パ
ス
生
活
を
カ
メ
ラ
が
追
う
。「
小
さ
い
頃
か
ら
踊
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
」「
大

好
き
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー
を
諦
め
た
く
な
か
っ
た
」「
中
学
生
の
こ
ろ
体
育
の

先
生
が
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
」
彼
女
た
ち
。「
ス
ポ
ー
ツ
は
プ
レ
ー
す
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
。
ス
ポ
ー
ツ
は
だ
れ
か
と
通
じ
合
う
こ
と
も
、
感
動
を
伝
え
る
こ

と
も
、
自
分
を
輝
か
せ
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
」
と
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方

で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
い
く
。

大
阪
体
育
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
の
得
意
な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

「
L
O
V
E 

Y
O
U
R 

S
P
O
R
T
S
．」
で
は

「
み
ん
な
が
皆
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
志
す
よ
う

な
特
別
な
人
ば
か
り
じ
ゃ

な
い
。
例
え
ば
『
体
を
動

か
す
の
が
好
き
』
な
ら
、

入
学
の
動
機
は
そ
れ
で
充

分
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

て
い
る
。

日
本
Ｂ
t
o
Ｂ
広
告
賞

は
１
９
８
０
年
に
始
ま
っ

た
広
告
作
品
の
コ
ン
テ
ス

ト
。
特
設
サ
イ
ト
は
昨

年
、
制
作
さ
れ
た
。

本
学
の
ク
ラ
ブ
指
導
者
を
対
象
に
し
た
研

修
会
「
運
動
部
指
導
に
活
か
す
！
ア
ス
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ド
・
コ
ー
チ
ン
グ
」
が
７
月
21

日
、
講
師
と
し
て
日
本
体
育
大
学
の
伊
藤
雅

充
教
授
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

伊
藤
教
授
は
日
体
大
コ
ー
チ
ン
グ
エ
ク
セ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
長
、
ア
ジ
ア
コ
ー
チ
ン
グ

科
学
協
会
副
会
長
。
種
目
を
問
わ
ず
、
コ
ー

チ
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
向
上
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

研
修
会
に
は
本
学
の
多
数
の
ク
ラ
ブ
指
導

者
、
教
職
員
が
参
加
。
コ
ー
チ
ら
が
、プ
レ
ー

ヤ
ー
の
人
間
的
成
長
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発

達
を
ア
ン
ト
ラ
ー
ジ
ュ
（
取
り
巻
き
）
と
し

て
支
援
し
て
い
く
、
ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ド
・
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

伊
藤
教
授
は
「
コ
ー
チ
や
親
の
情
熱
が
ア

ス
リ
ー
ト
の
害
に
な
る
こ
と
も
あ
る
」
と
大

人
の
逆
依
存
現
象
に
つ
い
て
も
説
明
。
ま
た
、

「
コ
ー
チ
は
共
に
学
び
、
共
に
歩
む
旅
人
」
だ

と
強
調
し
た
。

講
義
後
は
参
加
者
全
員
で
実
践
的
な
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ん
だ
。

参加者はグループごとに実践的なワークに取り組んだ

ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会

日
体
大
・
伊
藤
教
授
招
き
開
催

特設サイト
「LOVE YOUR SPORTS.」　日本BtoB広告賞を受賞

「
運
動
部
指
導
に
活
か
す
！

ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ド
・
コ
ー
チ
ン
グ
」

「LOVE YOUR SPORTS.」
ムービー

動画ニュース
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大体大 PEOPLE

―
―
な
ぜ
大
阪
体
育
大
学
に
入
学
し
た
の
か
。

小
学
３
年
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
大
阪

桐
蔭
高
校
３
年
の
時
に
全
国
大
会
で
２
位

に
。
将
来
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
り
た
く

て
、
関
西
で
一
番
強
か
っ
た
大
体
大
に
進
み

ま
し
た
。
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
と
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
学
び
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
を
選
び
ま
し
た
。

―
―
学
生
生
活
の
思
い
出
は
。

濃
い
４
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー

部
が
よ
り
良
く
な
る
に
は
、
チ
ー
ム
が
勝
つ

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
毎
日
、
仲
間
や

監
督
と
話
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、

最
初
は
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
、
そ
の
後
M
F
。

「
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
を
き
ち
ん

と
伝
え
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
ク
ラ
ブ
で
学

び
ま
し
た
。

―
―
卒
業
後
は
。

地
元
の
岐
阜
県
で
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ

り
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
岐
阜

県
の
私
立
高
校
が
保
健
体
育
科
の
教
員
を
探

し
て
い
て
、
岐
阜
出
身
の
私
に
教
職
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
連
絡
が
あ
り
採
用
が
決
ま
り
ま

し
た
。
赴
任
し
た
城
南
高
校
（
岐
阜
市
）
に

は
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
な
く
、
１
年
目
で
弓

道
部
副
顧
問
に
。
学
校
と
は
別
に
岐
阜
県
サ

ッ
カ
ー
協
会
の
事
業
で
あ
る
ト
レ
セ
ン
活
動

で
Ｕ
―
15
女
子
の
コ
ー
チ
を
務
め
ま
し
た
。

―
― 

教
員
を
辞
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営

会
社
へ
。
決
断
し
た
理
由
は
。

帝
京
大
学
可
児
高
校
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

運
営
会
社
の
「
C
O
P
I
N
」
と
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
指
導
の
業
務
契
約
を
結
ん
で
い
て
、

「
社
員
と
し
て
帝
京
大
可
児
で
サ
ッ
カ
ー
を
教

え
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
岐
阜
県
の
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
発
展

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
て
、
新
た
な
職
場
で

は
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
、
決
断
し
ま
し
た
。
今
は
、
日

中
は
C
O
P
I
N
本
社
の
人
事
部
で
ア
ル
バ

イ
ト
の
採
用
、
社
員
の
履
歴
書
整
理
・
入
力

な
ど
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
、
そ
の
後
、
帝
京

大
可
児
高
校
に
行
っ
て
指
導
。
夜
は
中
学
生

チ
ー
ム
の
指
導
で
す
。
好
き
な
こ
と
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
毎
日
が
と
て
も
楽

し
く
感
じ
ま
す
。

―
―
部
の
指
導
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
。

サ
ッ
カ
ー
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
ポ
ゼ
ッ

シ
ョ
ン
サ
ッ
カ
ー
。
ボ
ー
ル
を
大
事
に
す
る
、

女性最年少でA級ライセンス
生徒の日々の成長が楽しみ

横幕 佳菜（よこまく・かな）
1993 年４月 25 日生まれ、29 歳。大阪体育大学体育学部健康・スポー
ツマネジメント学科卒、48 期。サッカー部女子出身。2016 年の卒業後、
城南高校（岐阜市）に保健体育科教諭として赴任。2018 年同校を退職し、
スポーツクラブ運営会社「COPIN」入社。同時に業務契約を結ぶ帝京大
学可児高校（岐阜県可児市）に女子サッカー部コーチとして派遣される。
2021 年から監督。2019 年のインターハイでベスト 16。同社が運営する
中学生の女子サッカーチーム (F.C.ENFINI ROSA) のコーチも務める。

帝京大学可児高校女子サッカー部 監督

横幕 佳菜さん

夢
だ
っ
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導

を
実
現
す
る
た
め
、
高
校
教
員
を
２
年

で
退
職
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
会

社
に
転
職
。
業
務
契
約
を
結
ぶ
帝
京
大

学
可
児
高
校
（
岐
阜
県
可
児
市
）
で
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
、
監
督
を
務

め
る
。
今
年
１
月
女
性
の
保
持
者
と
し

て
は
最
年
少
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
A
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
。
挑
戦
し

た
き
っ
か
け
は
、「
反
骨
心
」
だ
っ
た
。
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ボ
ー
ル
を
み
ん
な
で
繋
ぐ
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
繋
ぐ
」
の
言
葉
を
大
切

に
し
て
、
部
内
で
は
「
ボ
ー
ル
を
繋
ご
う
」

「
み
ん
な
の
想
い
を
繋
ご
う
」「
卒
業
生
の
想

い
や
悔
し
さ
、
応
援
し
て
い
る
人
の
想
い
を

繋
ご
う
」
と
い
つ
も
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

な
ぜ
、A
級
ラ
イ
セ
ン
ス
に
挑
戦
し
た
の
か
。

２
０
２
１
年
の
監
督
就
任
が
き
っ
か
け
で

す
。
監
督
は
コ
ー
チ
と
違
い
、
選
手
起
用
も

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
も
す
べ
て
自
分
で
決
め

ま
す
が
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
知
識
が
足
ら
な

い
、
勉
強
不
足
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
指
導
者
は
男
性

の
方
が
多
い
。
監
督
に
な
る
と
、「
女
性
だ
か

ら
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
が
悔
し
か
っ
た
。
今
ま
で
も
悔
し
さ
を

き
っ
か
け
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
多
く
、
周

囲
の
目
を
プ
ラ
ス
に
し
て
行
動
に
変
え
る
た

め
に
Ａ
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

―
―
A
級
取
得
ま
で
の
道
の
り
は
。

Ａ
級
は
、
プ
ロ
の
指
導
者
と
し
て
必
要
な

Ｓ
級
に
次
ぐ
ラ
イ
セ
ン
ス
。
１
週
間
ず
つ
３

回
の
合
宿
が
静
岡
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
福

島
）、
鹿
島
で
あ
り
、
昨
年
末
、
後
期
合
宿
の

最
後
に
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
試

験
で
は
通
ら
ず
、
今
年
１
月
の
追
試
で
合
格

し
ま
し
た
。

合
宿
で
は
、
受
講
生
の
ほ
と
ん
ど
が
元
日

本
代
表
で
し
た
。
大
野
忍
さ
ん
（
2
0
1
1

年
Ｗ
杯
優
勝
F
W
・
M
F
）、
山
郷
の
ぞ
み
さ

ん
（
元
日
本
代
表
G
K
）
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
い
人
ば
か
り
で
、
最
年
少
の
私
に
と

っ
て
そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
講
師
も
影
山
雅
永
さ
ん
（
Ｕ
―
20
日

本
代
表
監
督
）、
小
野
剛
さ
ん
（
元
広
島
監

督
）
ら
す
ご
い
方
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
、

ゲ
ー
ム
分
析
、
指
導
実
践
、
プ
レ
ゼ
ン
発
表

な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
監
督
と
し
て
今
、重
視
し
て
い
る
こ
と
は
。

選
手
の
気
持
ち
で
す
。
選
手
が
ど
う
思
っ

て
い
る
か
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
ま
ず
は
聞

く
こ
と
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育

成
年
代
の
高
校
生
・
中
学
生
を
指
導
し
て
い

て
、
教
え
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
、
き
の
う
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
今
日

は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
と
て
も

う
れ
し
く
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

―
― 

将
来
、指
導
者
を
目
指
す
大
体
大
生
が
、

学
生
の
う
ち
に
や
る
べ
き
こ
と
は
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
自
分
の
成
長
の
た

め
に
は
限
ら
れ
た
時
間
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
生

の
う
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
自
分
の
将
来
を
き
ち
ん
と
考
え
、

そ
の
た
め
に
今
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
明
確
に
し
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
一

番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

笑顔の絶えないチーム作りが目標

卒業生紹介ムービー
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野
外
活
動
実
習
が
７
月
以
降
、
各
地
で
開

催
さ
れ
た
。

体
育
学
部
で
は
、
野
外
活
動
実
習
は
必
修

科
目
。
自
然
環
境
の
中
で
集
団
を
作
り
、
非

日
常
的
な
環
境
で
活
動
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
学
び
を
重
視
し
て
い
る
。

学
生
は
臨
海
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
、
ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ
の
中
か
ら
一

つ
を
選
択
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２
年
間
は

中
止
や
近
隣
で
の
日
帰
り
に
な
る
な
ど
活
動
内

容
は
大
き
く
制
限
さ
れ
た
が
、
今
年
は
宿
泊
も

一
部
復
活
し
、
通
常
の
実
習
に
近
づ
い
た
。

ま
た
、
教
育
学
部
に
は
野
外
活
動
夏
季
実

習
、
冬
季
実
習
が
あ
り
、
夏
季
実
習
が
３
年

ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
。

〈
体
育
学
部
・
臨
海
実
習
〉

７
月
４
～
８
日
、
和
歌
山
県
白
良
浜
で
実

施
さ
れ
た
。
実
習
で
は
、
初
歩
の
水
泳
指
導

か
ら
始
ま
り
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
や
遠
泳
を
体
験
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。

学
生
は
最
終
日
に
最
終
課
題
の
約
40
分
間

の
遠
泳
に
挑
戦
。
途
中
、
声
を
掛
け
合
い
励

ま
し
合
い
な
が
ら
全
員
が
泳
ぎ
切
っ
た
。

〈
キ
ャ
ン
プ
実
習
〉

８
月
22
～
24
日
、
25
～
27
日
の
２
期
に
分
け

て
貝
塚
市
の
大
阪
府
立
少
年
自
然
の
家
で
実

施
さ
れ
た
。
当
初
は
宿
泊
予
定
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
日
帰
り
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
実
習
で
は
、
２
～
４
年
生
の
学

生
が
「
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」「
Ａ
Ｓ
Ｅ

（A
ction Socialization Experience

＝
課

題
解
決
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）」「
野
外
生
活

技
術
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
。

自
然
環
境
の
中
で
、
仲
間
と
の
協
力
の
意
味

や
新
た
な
自
身
へ
の
気
づ
き
、
野
外
で
活
動

す
る
た
め
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

〈
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
実
習
〉

９
月
５
～
11
日
、
徳
島
県
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
阿

南
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
前
後
期
に
分
け

て
行
わ
れ
た
。
31
年
前
の
第
１
回
か
ら
国
際

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

２
年
間
は
大
阪
府
岬
町
で
の
日
帰
り
だ
っ
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
本
拠
に
戻
り
、
２
泊
３
日

で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
も
復
活
。
参
加
者

は
、
ヨ
ッ
ト
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
カ

ヌ
ー
や
無
人
島
で
の
釣
り
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

〈
教
育
学
部
・
野
外
活
動
夏
季
実
習
〉

教
育
学
部
の
野
外
活
動
夏
季
実
習
は
９
月

５
～
７
日
、大
阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
１
、２
年
生
約
40
人
が
参
加
し

た
。
学
生
は
初
日
に
３
班
に
分
か
れ
て
ヨ
ッ

ト
、
カ
ヌ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
に
乗
船
し
て
海
上

活
動
に
取
り
組
み
、
２
日
目
は
ビ
ー
チ
で
班

ご
と
に
サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
挑
戦
。
イ
ル
カ
や

「
O
U
H
S
」
な
ど
を
砂
で
作
っ
た
。
最
終
日

に
は
い
か
だ
に
乗
っ
た
後
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
競
争
に
汗
を
流
し
た
。

Event

野
外
実
習 

宿
泊
一
部
復
活

臨
海
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
、
夏
季
海
洋

海洋スポーツキャンプ
実習動画ニュース

海洋スポーツキャンプ実習・ヨットを巧みに操る

教育学部・野外活動夏季実習

体育学部 臨海実習・最終課題の遠泳に挑む

キャンプ実習・シャワークライミング
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就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
時
期
を
目
前

に
控
え
た
３
年
生
を
対
象
に
、
様
々
な
企

業
の
採
用
担
当
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
方
か
ら
企
業
や
団
体
の
説
明

を
受
け
る
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
が
８
月

４
、５
日
に
開
催
さ
れ
た
。

様
々
な
業
界
を
知
り
、
卒
業
後
の
進
路

選
択
に
活
か
す
こ
と
が
目
的
。
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
企
業
や
団
体
に
よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

配
信
や
動
画
配
信
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

学
生
は
２
日
間
で
合
計
８
つ
の
企
業
・
団

体
の
説
明
を
受
け
た
。

学
生
は
積
極
的
に
質
問
し
「
ひ
と
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
何
人
が
関
わ
る
の
か
」

「
業
務
の
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
」
な
ど

と
担
当
の
方
に
質
問
を
し
て
い
た
。

今
回
の
参
加
企
業
・
団
体
な
ど
は
次
の

通
り
。

関
西
テ
レ
ビ
放
送
、
東
京
消
防
庁
、
鶴

見
製
作
所
、
ホ
リ
プ
ロ
、
警
視
庁
、
ニ
プ

ロ
、
良
品
計
画
、
三
井
住
友
銀
行
、
日
東

工
器
、
北
川
鉄
工
所
、
ミ
ズ
ノ
、
積
水
ハ

ウ
ス
、
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
、
日
本
通
運
、

和
泉
学
園
（
法
務
教
官
）、
青
年
海
外
協
力

隊
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
教
員
（
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
）、
ア
ル
ペ
ン

グ
ル
ー
プ
、
熊
取
町
役
場
、
大
阪
体
育
大

学
大
学
院
、
海
外
留
学

学
内
に
あ
る
子
ど
も
体
育
教
室
「
ト

ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
「
第
１
回
い
ろ
い
ろ
な
球
技
を
体

験
し
よ
う
！
」
が
７
月
10
日
、
熊
取
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
の
比
嘉

靖
監
督
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子
の
下

川
真
良
監
督
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子

の
長
江
晃
生
監
督
と
ク
ラ
ブ
生
ら
が
小

学
生
を
指
導
し
た
。

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
１
９
８
９

年
、
浪
商
学
園
が
設
立
。
主
に
小
学
生

を
対
象
に
し
、
第
３
体
育
館
な
ど
で
体

操
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
小
学
生
約
80
人
が
参

加
。
１
年
生
、
２
・
３
年
生
、
４
年
生
以

上
の
３
班
に
分
か
れ
て
３
競
技
を
体
験

し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
児
童
ら
は

学
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
パ
ス
や
ド

リ
ブ
ル
を
練
習
し
た
後
、
シ
ュ
ー
ト
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
背
面
キ
ャ
ッ
チ
や
ア
ン

ダ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
に
挑
戦
。
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
て
ジ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ー
ト
を
体
験
。
児
童
に
と
っ
て

学
生
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

オンラインで企業から説明を受ける

〈バレーボール〉お姉さんにアンダーハンドパス

〈バスケットボール〉シュートに挑戦

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

「
知
ら
な
い
世
界
」を
知
ろ
う
！

トップスポーツクラブ
児童と学生が体験イベント

動画ニュース

〈ハンドボール〉GKと対決
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大阪体育大学教育後援会 令和３年度収入支出決算書
収入の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
会費収入 33,456,000
前年度繰越金 24,210,519
特別会計より繰入 0
利息 316
学生徴収分 476,260

計 58,143,095

支出の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
⑴学生助成費

① 課外活動 2,055,430
 ②大学祭 0
 ③傷害治療助成 3,501,090
 ④就職振興 3,466,173
⑤卒業行事 3,005,391
 ⑥災害見舞金 0

⑵教育助成費
 ①クラス活動 443,917
 ②学会発表 10,000
 ③文化厚生 3,575,000

⑶課外活動特別助成 2,000,000
⑷事業費

 ①会報費 2,893,083
 ②慶弔記念費 622,000

⑸運営費
 ①会議費 107,120
 ②事務費 1,203,031

⑹特別経常費 10,000,000
予備費 0
特別会計繰出金 0
次年度繰越金 25,260,860

計 58,143,095

大阪体育大学教育後援会 令和4年度収入支出予算書
収入の部 （単位：円）

費 目 予 算 額
会費収入 33,516,000
前年度繰越金 25,260,860
利息 500
寄付金 0
特別会計より繰入 0

計 58,777,360

特別会計（特別対策基金）収入支出予算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度からの繰入金 50,393,689 0
定期利息 900 0
今年度繰入金 10,000,000 0
今年度繰出金 0 0
次年度繰越金 0 60,394,589

計 60,394,589 60,394,589

特別会計（特別対策基金）収入支出決算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度繰越金 50,392,836 0
今年度繰出金 0 0
定期利息 853 0
次年度繰越金 50,393,689

計 50,393,689 50,393,689

支出の部 （単位：円）

費 目 予 算 額
⑴学生援助費

① 課外活動 2,300,000
 ②大学祭 500,000
③学生生活支援 8,000,000
 ④傷害治療援助 7,000,000
 ⑤就職振興 5,000,000
⑥卒業行事 4,000,000
 ⑦災害見舞金 100,000

⑵教育援助費
 ①クラス活動 1,500,000
 ②学会発表 500,000
 ③文化厚生 4,000,000

⑶課外活動特別援助 5,000,000
⑷事業費

 ①会報費 3,000,000
 ②慶弔記念費 1,100,000

⑸運営費
 ①会議費 160,000
 ②事務費 1,500,000

⑹特別会計繰出金 10,000,000
特別経常費 0
予備費 5,117,360
次年度繰越金 0

計 58,777,360

令
和
４
年
度
の
大
阪
体
育
大
学
教
育
後
援
会

役
員
会
が
７
月
23
日
、
本
学
の
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
、
学
生
の
父
母
等
の
代
表
26
人
と
法
人

や
大
学
の
幹
部
が
出
席
し
た
。

冒
頭
に
佐
川
弘
美
会
長
が
「
学
生
の
皆
さ
ん

が
現
在
開
催
中
の
世
界
陸
上
や
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
う
れ
し
く
思
う
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
原
田
宗
彦
学
長
、
野
田
賢

治
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
議
事
に
移
り
、

令
和
３
年
度
の
事
業
、
決
算
案
が
長
崎
正
巳
事

務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、令
和
４
年
度
役
員
の
選
出
に
移
り
、

大
田
政
信
副
会
長
が
新
会
長
に
就
任
。
令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
新

規
事
業
と
な
る
３
、４
年
生
全
員
へ
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
配
布
、
軽
食
提
供
事
業
へ
の
援
助
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
事
業
計
画
、予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
新
役
員
の
う
ち
会
長
、
副
会
長
、

会
計
監
査
は
次
の
皆
様
◇

▽
会
長　
　
　

大
田
政
信

▽
副
会
長　
　

大
谷
哲
也
、
菅
谷
暢
之

▽
会
計
監
査　

宇
野
修
、
西
岡
潤
哉（

敬
称
略
）

大田新会長

教
育
後
援
会
役
員
会
を
開
催

父
母
ら
の
代
表
が
予
算
・
事
業
計
画
案
を
承
認

教育後援会役員会

◆
◇
３
年
ぶ
り
の
宿
泊
実

施
と
な
っ
た
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
実
習
を
取
材

し
ま
し
た
。
台
風
一
過
で

波
は
幾
分
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
に

「
模
範
演
技
」
を
し
て
み
せ
た
教
員
の
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
見
事
な
こ
と
。
学
生

も
最
初
は
波
に
苦
戦
し
て
い
た
の
で
す
が
、

次
第
に
巧
み
に
ヨ
ッ
ト
や
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
を
操
り
、
海
辺
に
は
歓
声
が
。
夜

は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
も
復
活
し
、
実

り
の
多
い
実
習
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
◇
野
外
活
動
実
習
の
模
様
は
11
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
、
本
誌
を
編
集

し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を

受
け
た
学
生
生
活
が
よ
う
や
く
元
に
戻
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
７
月
に

は
学
内
の
子
ど
も
体
育
教
室
「
ト
ッ
プ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
小
学
生
と
本
学
の
３

ク
ラ
ブ
の
部
員
が
交
流
し
、
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
児
童
の
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
模
様
は
動
画
に
ま
と
め
て
い
ま

す
の
で
、
各
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。
◆
◇
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

の
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
新
た
な

知
恵
や
技
術
が
磨
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

間
、
学
生
は
自
ら
の
成
長
に
と
っ
て
必
要

な
多
く
の
場
を
失
い
ま
し
た
。「
密
」
の
一

文
字
は
す
っ
か
り
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
ま
し
た
が
、
授
業
や
実
習
、
ク
ラ

ブ
で
仲
間
と
肌
触
れ
合
う
ほ
ど
の
密
接
な

関
係
で
い
る
こ
と
は
、
本
来
大
切
な
こ
と
。

ま
だ
、
感
染
対
策
で
気
を
緩
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
大
学
が
コ
ロ

ナ
前
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
大
坪
康
巳
】
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コラム

名誉教授�　 和 田 隆 夫
日常生活の難問と格闘する件

ぼくの親は、ぼくがなにかを決めようとするとき気長に待つ
ような人たちだった。
自分で決めることは「生きる力の術（すべ）」として庶民には
必要なことだと、戦争を体験した親は言いたかったのかもしれ
ない。抗うことのできない状況のなかでも自分で決められるこ
とを見つけて、判断していく智慧を身につけてほしかったのだ
と考えることがある。
たしかに人生は選択の連続だ。ただしそれが長く続くと精神
は疲弊し、あげくの果てには、砂漠の真ん中で遭難したくなる
ときがある。
ぼくたちはいったい何を基準にして、どのような方法で事柄
を決めていけばいいのだろうか？�
最近日常生活の難問に遭遇した。イメージとしては、四則計
算では解けず､ 二次関数の問題である。頭の中は「てんやわん
や」だった。
ぼくの予定はこうだった。
①9月12日（月）大阪から岡山へ移動
②13日（火）から16日（金）までN公立大学で集中講義
③17日（土）から19日（月）まで三朝温泉滞在
④19日（月）大阪に帰る
⑤20日（火）朝9時より病院で定期検査
実際は予想外の事態が重なっていくのである。
台風が突然やってきた。超大型の台風14号である。9月14日

（水）午前3時、小笠原近海で発生したが、ぼくは高気圧が日本
を守ってくれる、暑いのは我慢しなくてはと思っていたが、す
るりと体（たい）をかわされた。なんと高気圧が動き出したた
め、台風14号は、15日（木）に沖縄にやって来たあと、九州か
ら日本列島を縦断する最悪な台風となった。そうなると帰阪す
る19日（月）頃には岡山から大阪を台風は通過するようである。
新幹線は止まる。
20日（火）朝9時から病院の検査があるので、前日までに帰ら
ないといけない。新幹線の運休を考えると、遅くとも18日（日）
には帰らないといけない。温泉に行っている場合でない、と単
身赴任中の妻に言われ涙を流した。
それなら日程を早めて、18日（日）に帰ることにした。悲しい
決断だった。
しかしその後16日（金）の夜、娘からの連絡で、コロナに感染
したことを知った。21日（水）まで自宅待機になったので、感染
してほしくないから、22日（木）に帰って来てとのことだった。
当初微熱があったが、それは収まり、若干の咳以外変調はないと
言う。元気な声で安心はした。食料は、大阪市から段ボール箱に
いっぱい送られてきたこともあり、一人でも乗り切れそうだ。
この時点でようやくいま直面する問題の複雑さがわかってきた。
少しでも問題を単純にしなければならないと考えたが、自然
現象、病気に対してぼくは無力でどうしようもない。まずでき
ることは、病院の検査日の変更だ。
このとき週末から19日（月）の敬老の日を含めての3連休とい
うことを忘れていた。翌17日（土）病院に電話をいれるが、ガー

ドマンらしき人物の対応でらちがあかない。諦めて19日（月）
に連絡しようと思って気づいた。その日は敬老の日だ。そうな
ると火曜日の朝9時の検査直前に電話を入れるしかない。これ
はドタキャンになる。あるいは大阪に帰り､ 濃厚接触者になる
ことを避けるためにホテルに宿泊して検査を受けるか。問題は
ますます複雑化した。
娘は心配だが今のところ大丈夫だ。高齢者リスクを考えると

帰宅は22日とすることが最上と考えた。
病院の件はどうするか。9時の検査なので当日大阪に帰るこ

とはできない。そのためホテルに宿泊して病院に行く選択肢も
あるが､ そうすると台風のため少なくとも18日（日）には帰り、
大阪のホテルに2泊して検査することになる。費用等を考える
とあまり上策ではない。しかし延期は、連休のため病院と連絡
が取れず、ドタキャンになることから、費用と道徳の比較考量
の問題になってしまい、大いに悩んだ。結局のところ病院に迷
惑をかけるドタキャンを選択した。
もちろん三朝温泉は中止である。代わりに妻が日帰り温泉に

連れて行ってくれた。
20日（火）9時前に病院に電話をかけ、ドタキャンをわびて、

予約の変更をした。よくあることのようで親切な対応だった。
22日（木）に大阪に帰った。この日から娘は出社していて、ぼ

くは帰宅してさっそく消毒で汗を流した。
最善の決定をしているとは思えない。しかし幸運だったこと

はたしかである。もし娘が重症化したり、台風の被害がもっと
大きかったり、夫婦喧嘩をした直後の病院職員が電話対応をし
ていたりしたら、状況はもっと深刻になっていただろう。今回
の場合、問題が重なって難問になっているが、それとともに深
刻になったのは、娘の命、ドタキャンはよくないという道徳、
ホテル料金という経済、台風の進路と交通状況の判断といった、
1つのはかりではそれぞれを比較できないものを比較しようと
したことにある。
ぼくたちは、なにかを決定するとき、選択肢を数値化して、

ランキングを付け､ その上位を選ぶことに慣れている。いわゆ
る物の軽重である。そのため他人の評価が気になる。衣類も食
事も大学も数値化して判断している。数値化は、自分で決める
ことのたいへんさを軽減するいい方法ではあるが、今回のよう
な、ジャンルの違うものとの比較や、違う価値観との比較をす
る場面では無力である。
クイズです。腹が減っているが食事をすると恋人との待ち合

わせ時間に遅れるとき、あなたならどうする？
ぼくは走る。

大阪市から届いたコロナ感染者への援助物資
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